
特別支援学級（知的）算数科学習指導案 
                      日 時   令和２年９月３０日（水）５校時 

児 童   あかまつ学級（知的障がい支援学級） 

2 年女子 1 名 3 年男子１名女子 1 名 計 3 名 

指導者  船越 千晶   支援員 八木 真由美 

 

１ 単元名 「のこりはいくつ ちがいはいくつ」 （東京書籍 「新しい算数」１） 

２ 単元について 
（１）教材について   

   学習指導要領においては，第１学年の「Ａ 数と計算」領域（１）「数の構成と表し方」（２）「加法

及び減法」に関わって「一つの数をほかの数の和や差としてみるなど,ほかの数と関係付けてみるこ

と」や「加法及び減法の意味について理解し,それらが用いられる場合について知ること」などが内容

に示されている。 

   本単元では，数量の関係に着目し,場面を式に表したり,式を読み取ったりすることを通し,減法の意

味や計算の仕方を考える力を育成する。「へる（求残,求補）」，「ちがい（求差）」の場面を取り上げ，

数量の関係に着目し，それぞれの場合のブロック操作の共通点から，減法を拡張し，減法として統合

的に捉えさせるようにしていくことが大切な数学的な見方・考え方となる。このことから，興味と関

心の高い生活単元と算数科との関連を図りながら，楽しく活動すること 

を通し数の概念を育てていく。 
 （２） 児童について（算数科および本単元に関わる特性） 
   児童の中には，想像力が乏しいため言葉や文章から場面を想像することやブロック操作に苦手意識

をもっている子もおり，特に求差の場合において場面の把握が難しく，つまずくことが予想される。 

（３）指導に当たって 

   必要な知識や技能などを身に着けられるように継続的・段階的な指導が重要となる。学習過程では

児童が頑張っていること等出来たことを認めることで自信をもたせ，主体的に取り組む態度を育てて

いきたい。 

このことから，次のような指導を心掛けたい。 

① 日常の生活場面の中で生かす事ができるような活動を多く取り入れ，日々の生活をよりよくし

ていこうとする意欲が育つように指導する。 
② 指示や説明は，端的にわかりやすく短い言葉で伝える工夫をし，できている時は認める。 

③ 見通しをもって学習をすることが，児童のモチベーション維持につながるため，学習の流れ 

と活動時間を黒板に提示し，意欲をもって取り組めるようにする。 

④ 苦手な学習への不安を軽減するために事前予告と問題数の調整を行う。 

⑤ 児童の興味や関心，得意な面に着目した教材選びをすることで意欲的に学習活動できるように

する。 

 

 

 

 ２年 Ａ児 ３年 Ｂ児 ３年 Ｃ児 

数
量
の
関
係
・
理
解 

・「あわせる」意味を理解しブロック

操作することができる。 

・たし算は手を使って計算すること

もある為，数が大きくなると取り

組もうとしないことがある。 

・具体物を並べたり，１０までの数を数え

たりするはできる。 

・数を読むことはできるが，数が大きくな

ると書くことが難しい。 

・「あわせる」意味を理解し５までの数で

ブロック操作することができる。 

・たし算はブロックを操作する

ことで正しく計算することが

できる。 

・文章問題では題意を捉える

ことが不十分ために間違え

ることがある。 

日
常
の
実
態 

 

・話を最後まで聞いてから作業する

ことが難しい。 

・集中できる時間が短く，座席から

離れ自分の好きなことを始める

ことがある。 

・語彙力が乏しく，考えることが苦手で

ある。 

・自信がない時は，課題に取り組もうと

しない傾向がある。 

・理解できた時は自分の力だけで終わ

らせようと努力する。 

・聴覚からの指示では理解が 

難しい。手本を示すことで理

解して作業に取り組むことが

できる。 

・手先が不器用なため操作な

どの作業に時間がかかる。 
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３ 指導計画・評価計画 
単 
元 

の 
目 
標 

 １ ０ 以 内 の 減 法 の 意 味 と 減 法 計 算 の 仕 方 を 理 解 し , 数 量 の 関 係 に 着 目 し て 減 法 の  

意味や減法計算の仕方を考える力を養うとともに ,減法の意味や減法計算の仕方を操作や 

式に表して考えた過程を振り返り，そのよさを感じ,日常生活に活用しようとする態度を養う。 

 

（１）「数の構成と表し方」 

                 評 価 規 準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① ものとものとを対応させることによ
って，ものの個数を比べることがで
きる。 

② 個数や順番を正しく数えたり表した
りすることができる。 

④一一つの数をほかの数の差としてみる
など，ほかの数と関係付けてみるこ
とができる。 

⑧ 具体物をまとめて数えたり等分した
りして整理し，表すことができる。 

       （Ａ（１）） 

③ 数の大きさの比べ方数え方を
日常生活に生かす具体的な場
面を見いだしている。                            

（Ａ（１）） 
 

    
 
               

① 身の回りにあるものの個
数や順番に親しみ，大きさ
を比べたり数えたりしよ
うとしている。 
      

 

（２）「減法」 

                 評 価 規 準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 減法の意味について理解し,それら
が用いられる場合について知ってい
る。 

② 求残や求差など，減法が用いられる
場面を式に表したり,式を読み取っ
たりすることができる。 

③ 1 位数と 1 位数との減法の計算が確
実にできる。               

（Ａ（２）） 

① ある場面が，減法を用いる
ことができるかどうか，数
量の関係に着目して，具体
物や図などを用いて考えて
いる。 

② 日常生活の問題を減法を活
用して解決している。                           

（Ａ（２））    

① 減法が用いられる場面の数
量の関係を具体物や図など
を用いて考えようとしてい
る。 

② 減法の場面を身の回りから
見付け減法を用いようとし
ている。 

 

 

時

間 

○ねらい 

課題 
☆振り返り〈視点〉 

評価項目 

〈評価方法〉 

記

録 

１ 

 

２ 
○求残の場合について，減法の意味や式の

表し方を理解する。 

えをみてぶろっくをうごかそう。 

※ハロウィンを調べよう。飾りを選ぼう。 

【単元の課題】 数量の関係に着目し， 

ブロック操作を使った数学的な活動を 

通して立式できる。 〈視点〉ア 

☆５－２のことをひきざんと

いうことがわかった。 

 

(2)思・判・表①② 

〈観察・ノート〉 

 
 

(2)知・技①② 

〈観察・ノート〉 

 

 

 

３ 

 

本 

時 

○求残の場面を減法の式に表し,答えを求

めることができる。 

しきにかいて，こたえよう。 

※残りのかぼちゃの数を考えよう。 

〈視点〉ア 

☆へるばめんだから,ひきざ

んであらわせる。 

(2) 知・技①② 

〈観察・ノート〉 

 

○ 

(2)態度① 

〈観察・ノート〉 

 

 

４ 

 

５ 

○被減数が１０以内の減法計算の仕方を

理解し,その計算ができる。 

○求補の場合について,減法の意味を理解

する。 

※全体の飾りの中にお化けの飾りはいく

つあるのか考えよう。 

くろいうさぎのかずのもとめかたを

かんがえよう。 

〈視点〉ア 

☆このブロックのうごかしか

たは,きんぎょのもんだい

とおなじうごかしかた,こ

れもひきざんであらわすこ

とがわかった。 

(2)知・技①②③ 

〈観察・ノート〉 

 

(2)思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

 

○ 

あ－２ 



６ 

 

７ 

 

〇求差の場合について,減法の意味を理解

する。 

きいろいおりがみは,みどりのおり

がみよりなんまいおおいかかんがえ

よう。 

 

※飾りはどちらが多いか考えよう。 

〈視点〉ア 

☆このブロックのうごかしか

たは,きんぎょのもんだい

やうさぎのもんだいとおな

じうごかしかた。これもひ

きざんであらわすことがわ

かった。 

(2)知・技①② 

〈観察・ノート〉 
 

(2)思・判・表①③ 

〈観察・ノート〉 

 

８ 

 

９ 

○文章題の解決を通して,求差の意味理解

を深める。 

どちらがなんぼんおおいかかんがえ

よう。 
 

〈視点〉ア 

☆おおきいかずからちいさい

かずをひくことがわかっ

た。 

 

(2)知・技①② 

〈観察・ノート〉 

 

(2)思・判・表① 

〈観察・ノート〉 
○ 

 

10 

 

11 

○減法の意味理解を基にして,式を読み取

ってお話をつくり,説明することができ

る。 

 

※ハロウィンで使う，お菓子や飾りを使

ってひき算の場面になるお話を考え

る。 

６－４のしきになるひきざんのおは

なしをつくろう。 

〈視点〉ア 

☆ひきざんのおはなしをつく

ることができた。 

(1)態度①② 

〈観察・ノート〉 
○ 

(1)思・判・表①③ 

〈観察・ノート〉 

 

 

12 

〇学習内容の定着を確認するとともに,単

元で学習したことのよさを感じ価値づ

ける。 

たしかめよう。 

※ハロウィンパーティーをする。 

〈視点〉オ 

☆ひきざんのけいさんがたく

さんできた。 

 

(2)知・技③ 

〈観察・ノート〉 
○ 

(2)思・判・表① 

〈観察・ノート〉 
○ 

 

※生活単元実施 

 
４ 本時の目標と展開 （３／１２時） 
（１）本時の目標 求残の場面に着目し，言葉や文章と操作が常に結びつく活動を通して減法の 

式に表し，答えを求めることができる。 
 
（２）評価規準 

本
時
目

指
す
児

童
の
姿 

２年 Ａ児 ３年 Ｂ児 ３年 Ｃ児 

・減った数だけブロックを取る操作

を通して「ひく」ことの意味を理

解する。 

・ブロックの操作と結びつけてひき

算の式に表すことができる。 

・先生の話を聞いてから学習課題に

取り組むことができる。 

・他の児童の発表を聞くことができ

る。 

・減った数だけブロックを取り去ると

いう操作を通して「ひく」ことの意

味を理解する。 

・ブロックの操作と結びつけてひき算

の式に表すことができる。 

・諦めないで問題に取り組むことができ

る。 

・他の児童の前で発表する。 

・減った数だけブロックを取り去る

という操作を通して「ひく」こと

の意味を理解する。 

・ブロックの操作と結びつけてひき

算の式に表すことができる。 

・教師の指示を理解して作業するこ

とができる。 

・問題を見てブロック操作する。 

個
別
の
支
援 

・教師用黒板で一緒に操作する。 

・絵とお話から「のこりは」のキー

ワードを実際の動作と結び付けて

考えさせる。 

・短い指示を分けて示す。 

・作業を小出しにする。 

・見通しをもたせる（ゴールを示

す） 

・教師用黒板で一緒に操作する 

・絵とお話から「のこりは」のキーワ

ードを実際の動作と結び付けて考え

させる。 

・教師にヒントをもらいながら一緒に問

題を解く。 

・できているところを発表させる。 

・教師用黒板で一緒に操作する。 

・絵とお話から「のこりは」のキー

ワードを実際の動作と結び付けて

考えさせる。 

・指示を黒板に書き，個別に問題を

理解できているか確認しながら進

める。 

・ブロック板を使用し効果的な 

操作活動ができるように支援す

る。 

 



                   あ－３ 
（３）本時の展開 

段
階 

 学習活動（○）と予想される児童の反応（・） 
 見方・考え方（★） 

留意点（*）と【評価規準】〈方法〉 

 ２年 Ａ児 ３年 Ｂ児 ３年 Ｃ児  

 
つ 
か 
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
分 

１ 本時の学習内容を確認する。 
 
 
 
 
 
２ 既習の「わける」を振り返る。 
   
 
 ○いくつといくつにわかれましたか 
 ・あおが３こ あかが２こです。 
３ 本時の問題を把握する 
 
 
 

○「はじめ５個あったね ３こはどうするの」かぼちゃの数を確
認する。 

・ハロウィンでつかいます。 
４ 課題を把握する 
  
 

＊ 

 

 

 

＊短い言葉で書かれた学習の流れを掲示する。 

＊おはじきを活用する。 

 

＊絵によるイメージ化 

 

 

 

 

 

 

＊課題を読む。課題「のこりはなんこ」の内容を確認

しながら進めていく。 

 
考 
え 
る 
・ 
た 
し 
か 
め 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
25 
分 

５ 見通す 
 ○絵をみて残りを求める場面を理解し，色分けされた箱の中に
お話を作る。 
○「のこりは」を確認する。聞かれているところを赤線をひ

く。 
 ○ブロックを操作して数を数える。 
 
６ 自力解決する 
 ○絵のお話を 声にだして読み ブロック操作 

「かぼちゃが ５こあります。 ３こつかいました」 
 ★ブロック操作の仕方を確認 
 
７ 考えを説明し合う（学び合い） 
 ○「のこりは」といっている事からブロックを３よける。 
  いくつになったのか発表する。 

             
 

 
 ・はじめに５こある  ３こつかう のこりは２こ 
 
 ★「へる」場面では全体から一つの集合をとる事をブロック操作

を通して理解する。 
  
○立式する（へる場面だから ひき算）５－３＝２  ２こ 
 
８ まとめる 
○「なんこになりますか」聞かれている題意を確認。 

題意に合わせて助数詞を付けることを確認する。 
 ○「のこり」は ＋ と －どちらのカードですか。   
 ・「のこりはなので－（ひき算）です」 
 

○ま「のこりは」と，きかれたら ひきざん。     
きかれている かぞえかたを こたえのあとにつける。 

 

＊数と問題文と式がつながるように色分けした 3つの

箱を用意する。 
＊聞かれている事に下線を引かせて強調し，問題の場
面を整理する。 

＊ブロックを 5個用意する。 
＊教師と同じホワイトボードを使用することで安心
して学習に取り組めるように配慮する。ブロック板

の上で「ひく」3 個のブロックは右に動かす操作に
ついて確認する。 

＊話を聞く姿勢が崩れそうな時は，支援員さんへ合図

をしたり，話を止めて確かめる。出来ている時は褒
めて認める。 

＊ブロック操作の際，下学年の子に個別に支援するこ

とで一斉操作に加えるようにしていく。 
 
＊「へる」ことの意味を理解させるために，ブロッ

クを使って操作させながら「のこりは」というキ
ーワードを実際の動作と結びつけさせ式につなげ
る。 

学びの深化 
＊「のこりは」の言葉は，たし算かひき算かカード  
（+ -）を選び理解できているか確認する。         

学びの共有 
【思・判・表】〈観察・ノート〉 

求残の場面を減法の式に表し，減法計算しようとし

ている。 
求残の場面をブロック操作することができる。 

【知・技】〈観察・ノート〉 

 問題の場面から求残の意味を読み取り，減法の式に
表して問題を解決することができる。 

 

□□□ 

□□ 

○かのこりはなんこになりますか。 しきにかいてこたえましょう。 

○問  かぼちゃが ５こあります。ハロウィンで ３こつかうことになりました。 

  なんこ のこりますか。 

おはじきが５こあります。わけましょ

う。 

①いままでの がくしゅう（いくつといくつに分ける） 
②きょうの がくしゅう（のこりはなんこ） 
③（１）プリント （２）ぐたいぶつそうさ 
④ふりかえり（できたかな？） 

 

①今までの学習（いくつといくつに分ける） 
②今日の学習（のこりはなんこ） 
③（１）プリント （２）具体物操作 
④ふりかえり（できたかな？） 



 
ま 
と 
め 
る 
 

 
15 
分 

９ 問題を解く 

○適用問題に取り組む。 

 

 

 

 

10 振り返る 

 ○今日の学習で分かったこと，できたことを振り返り発表する。 

ふ（ア） 

11 次時の学習を確認する。 

＊適用問題は求残が用いられる場面を設定した具体

物操作活動が２人。求残の応用問題に取り組む１

人。 

 

 

 

＊分かったこと，頑張ったことを発表して次への意欲

につなげる。           振り返りの充実 

                     あ－４ 

「のこりは」を 

キーワードにした    
具体物操作 

適用問題に取り組む 

①３－１ ②５－３ 

ブロック操作をして問題を 

解決する。 

「のこりは」を 
キーワードにした 
具体物操作 


